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平成26年3月27日
（株）地球科学総合研究所 河合展夫

海洋情報フォーラム
パネルディスカッション

「海洋資源探査の取り組み状況」
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平成２４年度・日本海洋政策学会での基調講演
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・開発事業リスクが高く参入する資源開発企業が
存在しない

・ニーズがなく探査技術を提供する海洋調査企業
も存在しない

・当然、民間の調査専用船は存在しない

・探査目的を果たすことが可能な探査機器・システ
ムがあれば、汎用作業船に搭載し、探査実施可能

・しかし探査目的を果たすことが実証されている探
査機器・システムが存在しない

民間企業の探査事業参入リスク
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［海底観察］
・深海カメラ、ＣＴＤ等

［サンプリング］
・パワーグラブ、ドレッジ

［掘削］
・ボーリング調査（船上設置型、海底着座型）

［物理探査］
・船上型重力・磁力、

曳航型磁力、
海上曳航型音波探査

［音響調査］
・サイドスキャンソナー、

サブボトムプロファイラー、
マルチビーム音響測深

過去に実施・確立されている探査手法

JOGMEC HPより
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以下、平成25年7月 経済産業省「海底熱水鉱床開発
計画・第１期最終評価報告書」から

・海底熱水鉱床の開発にはさまざまなリスク

・資源量リスク
既知鉱床に対するボーリングの数、深度、密度、
及びコア回収率が限られており、鉱床の産状、
品位分布と真の埋蔵鉱量が明らかでない。また
開発可能な鉱床の数が少ない。さらに熱水活動
を停止した鉱床（潜頭性鉱床）の探査など不可
決であるが、海底下に埋没した鉱物資源に適用
され得る探査手法が確立されていない。

必要な探査技術
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既存探査成果

平成25年7月 経済産業省
「海底熱水鉱床開発計画・
第１期最終評価報告書」から
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・探査対象により近づけた物理探査により、効率的
に鉱床の厚さを求めることを可能とし、また潜頭
鉱床の存在を検知可能とする

・既存データに加え、これまで熱水鉱床探査に適用
されていない探査機器・システムによる実証試験
を実施し、有効性の総合的評価を可能とする

・機動力に応じて、広域から有望海域の絞込み調査、
鉱床の存在が確認された海域での詳細調査、更に
資源量を推定できる高分解能精密調査に至る段階
別探査手法の確立を目指す

目指す探査技術
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200 - 400m

深海曳航方式音波探査

DTAGS(NRL)Boomer(BGS) JH250 (IXBlue)

実証すべき探査技術例

深海曳航型
受振ケーブル

各種深海
曳航型音源



深海曳航型 海上曳航型（3D）

深海底探査（音波探査）例

Asakawa et. al (2012)
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・内閣府・総合科学技術会議において府省・分野横断
型「戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）」
が予算化され、その中の１課題候補として「次世代
海洋資源調査技術」が含まれている

・ＳＩＰは年度末までに有識者議員による評価が進め
られ、対象課題として認められた場合は、平成２６
年度より５年間の研究開発が進められる。

・ なおＳＩＰ各課題の計画策定や推進は、政策参与
（ＰＤ：プログラムディレクター）を中心に進めら
れる予定。課題候補「次世代海洋資源調査技術」の
担当は浦辺政策参与。

今後の取り組み予定（１）
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・ 「次世代海洋資源調査技術」は文科省・経産省・国
交省・環境省・総務省が所管する各研究機関が含ま
れ、更にＳＩＰとして必要とされる「出口戦略」と
して「海洋資源調査産業の創出」が明示されている。

・「次世代海洋資源調査技術」の中で計画されている
「海洋資源調査システム・運用手法の開発」に他の
研究機関との連携の上で民間企業が参画し、「出口
戦略」として「海洋資源調査産業の創出」を目指す。

・平成２０年度より文科省により進められている「基
盤ツール技術開発」により開発され、評価を受けた
センサー等の積極的な適用・応用を計画する。

今後の取り組み予定（２）



基盤ツール技術開発例
（VCS：音波探査データ収録機器）

VCS：Vertical Cable Seismic

文科省「基盤ツール技術開発」(2013)



海底面からの反射波

海底面下の境界からの反射波側方からの反射波？

基盤ツール技術開発例
（VCS：音波探査データ収録記録例）

文科省「基盤ツール技術開発」(2013)
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0.

1 
se

c

文科省「基盤ツール技術開発」(2013)
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最後に

・ 「出口戦略」として要求されている「海洋資源調査
産業の創出」に応えるべく進めることが民間の課題。

・上記の成果が得られた先には探査事業の海外展開、
および他の海洋資源を対象にした応用を目指す。


